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■ 「新たな地域医療構想」が迫る重大な岐路
85 歳以上人口の急増や医療従事者の深刻な不足により、医療現場は大
きな構造変化に直面しています。病床機能分化にとどまらず、外来・在
宅医療や人材確保を含め新たな地域医療構想への対応が求められていま
す。
■ 2028 年度末までに求められる「医療機関機能」の選択
各病院は、自院が担うべき「医療機関機能」（急性期拠点、高齢者救急・
地域急性期、包括期機能など）を 2028 年度末までに決定・報告しなけ
ればなりません。客観データに基づき、将来の医療需要や経営状況を踏
まえた判断が必要です。
■ 本セミナーのポイント
本セミナーでは、制度の最新動向を解説するとともに、自院の立ち位置
分析、医療機関間の連携・集約化の基準、2028 年度末の調整会議に向
けた具体的なロードマップを提示します。
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